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図２ 環境影響評価（評価書の流れ）図１ 環境影響評価の手続きの流れ
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※１
調査、予測及び評価の方法を
示したものです。

※２
環境影響評価の結果について
住民等から意見を聴くために準
備されるものです。

※３
知事意見を勘案し、必要な措置
を行った上で、評価書を作成し
ます。

※４
環境大臣意見→国土交通大臣意見を勘案して
補正を行います。
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